
質
疑　
平
成
30
年
度
予
算
の
特

徴
や
財
源
の
確
保
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
点
に
留
意
し
た
の
か
。

答
弁　
「
新
し
い
高
崎
」
の
理

念
と
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
、

徹
底
し
た
事
業
費
の
削
減
、
重

点
事
業
の
積
極
的
な
推
進
、
人

件
費
の
圧
縮
の
三
つ
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、
市
内
経
済
の
活
性

化
と
市
民
福
祉
の
充
実
に
向
け

た
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
だ
。

質
疑　
農
業
者
新
規
創
造
活
動

支
援
の
内
容
は
。
ま
た
新
規
就

農
者
の
初
期
投
資
や
経
営
安
定

の
道
筋
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
支
援
内
容
に
は
、
６
次

産
業
化
等
推
進
事
業
補
助
や
ブ

ラ
ン
ド
商
品
開
発
事
業
補
助
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、

資
金
的
な
支
援
策
と
し
て
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
を
活

用
し
、
農
業
機
械
の
導
入
な
ど

の
初
期
投
資
や
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
の
生
活
資
金
な
ど
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
ホ
テ
ル
招
致
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
調
整
の
ポ
イ
ン
ト

は
。
ま
た
、
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
商
業
施
設
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
へ
の
効
果
は
。

答
弁　
高
崎
駅
周
辺
の
変
化
に

視
点
を
置
き
、
駅
周
辺
の
状
況

や
今
後
の
動
向
な
ど
の
調
査
や

分
析
を
行
い
、
グ
レ
ー
ド
の
高

い
ホ
テ
ル
を
招
致
す
る
た
め
、

専
門
業
者
に
調
査
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
駅
西
口
と
商
業
施
設
等

と
の
接
続
に
よ
り
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
、
駅
周
辺
の
集
客
力

と
回
遊
性
が
向
上
し
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

質
疑　
経
済
的
に
困
窮
す
る
世

帯
に
支
給
さ
れ
る
就
学
援
助
費

は
、
国
の
交
付
要
綱
の
改
正
で
、

入
学
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
を
購
入

す
る
時
期
に
支
給
で
き
れ
ば
、

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
思
う
が
、

本
市
の
所
見
は
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
や
公
民
館

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
。

答
弁　
義
務
教
育
の
就
学
援
助

と
し
て
、
入
学
準
備
金
等
を
小

学
校
入
学
前
の
必
要
と
さ
れ
る

時
期
に
支
給
で
き
る
よ
う
対
応

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
率
は
、
小
・
中
学

校
で
約
44
％
、
公
民
館
で
約
60

％
で
あ
る
。
今
後
も
施
設
の
利

用
状
況
や
ト
イ
レ
の
使
用
状
況

に
合
わ
せ
た
整
備
を

進
め
、
洋
式
化
率
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

質
疑　
保
育
需
要
が
高
ま
る
中

で
保
育
士
の
人
材
の
確
保
と
処

遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
保
育
士
を
目
指
す
学
生
、

育
児
や
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ

り
、
保
育
現
場
か
ら
離
れ
て
い

る
潜
在
保
育
士
が
、
積
極
的
に

就
職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
高

崎
市
保
育
協
議
会
と
協
力
し
て

保
育
園
・
こ
ど
も
園
ド
リ
ー
ム

バ
ス
ツ
ア
ー
や
就
職
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
に
関
し
て
も
国

の
給
付
費
の
段
階
的

な
引
き
上
げ
に
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

質
疑　
本
市
は
、
今
後
も
大
型

事
業
が
続
き
、
約
１
０
０
０
億

円
近
い
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
。

大
型
事
業
終
了
後
の
償
還
期
を

迎
え
る
後
年
度
の
財
政
運
営
が

懸
念
材
料
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
し
て
い
る
が
、
事
業
の
実

施
に
当
た
り
、
国
の
補
助
金
や

施
設
整
備
基
金
の
他
に
、
合
併

特
例
事
業
債
な
ど
交
付
税
措
置

の
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、

後
年
度
の
負
担
を
抑
制
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
も
と
、
将
来
に
向

け
た
財
源
の
均
衡
化
を
継
続
的

に
進
め
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い

き
た
い
。

質
問　
Ｊ
Ｒ
新
町
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
整
備
に
お
け
る
設
置
場

所
や
工
事
期
間
な
ど
概
要
は
。

答
弁　
上
り
線
と
下
り
線
の
ホ

ー
ム
に
あ
る
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
の
階
段
付

近
に
１
基
ず
つ
設
置
す
る
予
定

で
、
車
椅
子
利
用
者
も
想
定
し
、

11
人
乗
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
併
せ

て
跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
す
る
。
工
期
は
、
本
年
度

か
ら
実
施
設
計
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
協
議
し
平
成
30
年
末

を
目
途
に
工
事
に
着
手
、
お
お

む
ね
２
年
の
工
事
期
間
を
見
込

ん
で
い
る
。

質
問　
手
話
を
使
用
す
る
ろ
う

者
が
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
必

要
と
な
る
手
話
通
訳
者
を
セ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
手
話
を
必
要
と
す
る
聴

覚
障
害
者
が
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ

Ｓ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
際
、

常
時
配
置
さ
れ
た
手
話
通
訳
者

に
よ
る
対
応
が
望
ま
し
い
が
、

現
在
、
市
登
録
の
手
話
通
訳
者

が
少
な
い
。
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
で
も
人
員
的
な
面
で
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

障
害
福
祉
課
配
置
の
手
話
通
訳

者
や
職
員
で
対
応
し
、
利
用
状

況
に
応
じ
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
最
期
を
看み

と取
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
国
の
基
準
が
一
部
改
正

さ
れ
、
施
設
に
対
し
て
配
置
医

師
に
よ
る
対
応
方
針
を
義
務
付

け
る
規
定
が
定
め
ら
れ
、
医
療

と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。
ま

た
、
国
の
報
酬
改
定
に
よ
り
、

看
取
り
介
護
加
算
が
強
化
さ
れ

る
。
本
市
で
は
、
入
所
者
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
医
師
を

中
心
に
多
職
種
が
共
同
し
、
積

極
的
に
加
算
を
取
得
で
き
る
体

制
整
備
を
推
進
す
る
よ
う
指
導

し
た
い
。

質
問　
群
馬
地
域
に
あ
る
保ほ

ど渡

田
古
墳
群
な
ど
の
歴
史
文
化
遺

産
に
つ
い
て
の
現
在
の
取
り
組

み
と
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
現
在
、
北
谷
遺
跡
の
公

有
地
化
や
上こ

う
ず
け
こ
く
ぶ
ん
に
じ
あ
と

野
国
分
尼
寺
跡
の

範
囲
を
確
認
す
る
発
掘
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
渡
田
古
墳
群
は
整

備
が
終
了
し
、
併
設
の
か
み
つ

け
の
里
博
物
館
に
は
多
く
の
来

館
者
が
訪
れ
て
い
る
。
今
後
も

実
施
中
の
事
業
を
継
続
し
、
文

化
財
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
存

続
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
や

地
域
の
方
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

質
問　
自
殺
願
望
の
あ
る
若
者

が
犠
牲
と
な
っ
た
座
間
市
の
事

件
を
受
け
、
本
市
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
の
か
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相

談
体
制
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
各
中
学
校
の

生
徒
会
役
員
を
対
象
に
リ
ー
ダ

ー
研
修
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使

用
に
つ
い
て
個
人
情
報
を
書
き

込
ま
な
い
な
ど
の
高
崎
ル
ー
ル

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
悩
み
を

把
握
す
る
た
め
、
学
校
で
の
毎

月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
に
教
育

セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
相
談
の
時

間
延
長
や
メ
ー
ル
相
談
窓
口
を

新
設
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談

は
、
携
帯
電
話
の
所
持
を
助
長

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で

今
後
の
推
移
を
見
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
中
学
校
部
活
動
指
導
員

の
運
用
は
。

答
弁　
具
体
的
な
運
用
は
ま
だ

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。
担
当
教
諭
を
置
く
事
で

指
導
員
を
顧
問
と
し
て
活
用
で

き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。

運
用
指
針
を
作
成
し
、
技
術
指

導
だ
け
で
な
く
部
活
動
の
教
育

的
意
義
を
踏
ま
え
た
指
導
を
行

う
よ
う
研
修
し
て
い

き
た
い
。

 

た 

こ
ふ
ん
ぐ
ん

き
た
や
つ 

い
せ
き

（4）（5）

新
年
度
予
算
や
市
長
の

施
政
方
針
に
対
す
る
総

括
質
疑
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。
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さらに詳しい内容は会議録で 同意した人事案件
・固定資産評価審査委員会委員  松

ま つ も と

本　　權
はかる

  氏

・人権擁護委員候補者　　　　  木
き う ち

内タノシ  氏

・人権擁護委員候補者　　　　  横
よ こ た

田　公
こ う い ち

一  氏

・人権擁護委員候補者　　　　  采
う ね め

女　英
ひ で ゆ き

幸  氏

本会議や委員会の内容を記録した会議録は、市議会ホーム
ページ（会議録検索）や以下の施設で、どなたでもご覧い
ただくことができます。今回の本会議については5月下旬
に公開予定です。
　・市民情報センター（市役所１階）
　・高崎市立図書館（本館及び地区館）
　・倉渕公民館図書室

調査が進む国分尼寺跡

まめ知識
医師が回復の見込みがないと判断した利用者に対し、医師、看護師などが共同して、その人らしさを尊重し
た看取りができるように支援する場合に算定される加算のこと。
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。フェイスブックやツイッターなど人同士のつながりを電子
化するサービスのこと。

●看取り介護加算

●ＳＮＳ

　

手
話
通
訳
者
の
配
置

新
町
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
松ま

つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

　

歴
史
文
化
の
振
興

介
護
を
め
ぐ
る
問
題
依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

　

中
学
校
部
活
動
指
導
員

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
新し

ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問することをいい、毎定例会で行われます。


